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•チヤイ J レド□ツク^ 
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田住様 22 
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D 特に';主意しでいただきたいこと、 
(ま全のために必すお守りくださし、） 
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このたびは、コ□ナ6ミ由フアンヒーターをお買い 
あけいただき、まことにありびとうございました。 

正しくお使いいただくために、この取扱説明書を 
よくお読みください。 

なお、お読みになった後もお使いになるちびいつ 
でも見られる所に「保証書」となに大巧に保管し 
でください。 


この製品は日本国内専用でず。電源電圧や電源周波数の異なる 
列国では使用でをません。また、アフターヴービスらできません。 
This product is designed and manufactured tor use only in 
Japan. In another country which differs in vo け a 呂 e and 
frequency of the power supply from Japan, this product 
cannot be used and any after-sales service is not available. 


A 危険 


A 警告 



轉 

換気要 

1 時間に 1 〜 2 回 

KEROSENE ONLY 


(寝るとぎ消义1 

[スプレー宙总禁1 

ガソリン使用禁止 

使用燃料：な油 


A 注意 

を質した持ち越しの油 
使用厳禁 


□ □ ナ石油フアンヒーター（強制通気お開放式石油ストーブ) 

取扱説明書 



点巧•その他 















































































田谢こま意していただまたいこと度をのためになず約りくださし、) 

✓ 、 


この取扱説日月書および製品への表示では、製品を安をに正しくお使いいたださ、あなたや他の人々への危害やお産へ 
の損害を未がに防止するために、いろいろな絵表示をしでいます。その表示と意巧は巧のよラになつでいます。内容 

た！-/ I 田な巧1 ア+1\1〜ホけたわミ±立/、 

'CL ひ'* \ •王り十し/し / J /十、- " X -' じ UJO ソしりノ’ \ /しし J レ' 〇 

給表示の例 

/V 記号はま意を促す巧客があることを告げるものです。 

/!\ 図の中に具体的なま意内客（左図の場含は一般的なま 
意）び描かれでいまず。 

〇記号は禁止の巧為であることを告げるちのです。 
(^)図の中や近傍に具体的な禁止巧客（左図の場含はガソ 

U ン禁止）が描かれでレます。 

〇記号は行為を指示ずる巧客を告げるちのです。 

図の中に具体的な指示内客（左図の場含は一般的な行 
為の指示）が描かれでいます。 

A ^ ^ - この表示を無視しで、誤った取り振い 

/|\ 17^をすると、人が死こ、重傷を負う危膜 

/ ! \ IfJ . J 5 P または火災の危険が差し迫っでちじる 
* - * ことが想定される内客を示しでいます。 

A — ^ この表示を無視しで、誤った取り扳い 

/|\ / T " をすると、人が死亡、顏を負う可能 

/ \ \ '^= a 性または火がの可能性び想定される内 
' 、客を示しています。 

/V A 、 ■ この表ホを無視しで、誤った取及し、 

/|\ C - r ゴ^をすると、人が傷害を負ラ可能性や物 
/! \ /T 的損害の発ちが想定される内容を示し 

^-^ でいます。 


么ち険 (DANGER) 


ガソリン厳禁 

ガソリンなど揮発性の高い;'由は、絶巧に使巧しないでください。 
义災の原因になります。 



A 



スプレー 吿厳禁 


告 ( WARNING ) 

寝るとを消乂 



スプレー生や力じツトこんろ巧ボン 
ベなどを温風のあたるところに放置 
しないでください。 

熱でスプレーちの旺力がとびり爆発 
し、危険です。 


•特に、ボンベが'じットされた力じットコン□など危 
険ですので、温風のあたるところには置かないでく 
ださい。 

温風吹出口 • 空気取入口をふさびない 

♦巧類、紙などで温風吹化□や空気 
取入□をふさびないでください。 

巧類、紙などでふさぐと、異常燃 
焼や义災の原因になります。 

•ストーブガードなどの囲いに干し 
物を掛けたり、巧類’紙などで温 
風吹化□や空気取入□をふさいだ 
場合や、カーテンなどで背面の温 
風空気取入□びふさびれると、本 
体び過熱しで、操作部などび変お 
したりやけどや故障’破損するな 
ど大変危険です。 


巧類の乾燥厳禁 

巧類などの乾燥には使巧しないでく 
ださい。 

冥を燃焼や义災の原因になります。 




寝るときや外出するときは、必すミ肖 
义しでください。又、人目の届かない 
ところでは、使巧しないでください。 
不完全燃焼や異常燃焼 • 义巧のおそ 
れびあります。 



〇 


爲 


換気必要 

換気せずに使巧しつブけないでくだ 
さい。酸素び不足すると、不完を燃 
烧し、一酸化质素などび発ちしで中 
毒になるおそれが'あります。又、乳 
幼巧や呼吸器疾患などのかたは、体 
調不良になるおそれびあります。 

使巧中は必ず1時間に1〜2回 （ 1 
〜2分）換気しで、新鮮な空気を巧 
給しでください。 

換気が'十分におこなえない場所（窓が'凍結しでいる部屋、 
地下室など）では、使巧しないでください。 



ぐ;；- 




春 



// 
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可燃性ガス使用厳禁 

フアンヒーターを使用しでいる部屋 
で、可燃性ガスび発をするちの（ベ 
ンジン、シンナー、ガソリン）、ス 
プレーなどを使巧しないでください。 
义災や故障の原因になります。 



可燃性ガス 
























































么ミ主意 (CAUTION) 


カーテン、可燃物近接禁止 

カーテンや燃えやすいちののそば、 
ほこりのをい場所などでは使巧しな 
いでください。 

乂災び発生するおそれびあります。 



指や異物を入れない 

温風吹化□やフアン ヒーターの 巧部 
には、紙’巧’プラスチックなどの異 
物を入れないでください。 

発煙’発义のおそれびあります。 

温風空気取入□の中に、指•棒 • Its 
などを差しこまないでください。 

けびをするおそれびあります。 


Q 


A り 



油漏れ確認 


系含';由□は確実にしめ、給';由□を下にし 
で、ミ由漏れびないことを確かめでくだ 
さい。 

系含';由□び確実にしまつでいないと簡 
単に開いで、义巧のおそれびあります。 



電源プラグは確実に差しこむ 

電源プラヴはコン t ントに根元まで確実に差し 
こんでください。 

また、傷んだプラヴやゆるんだコンじントは使 
巧しないでください。义災の原因になります。 
めれたまでの巧き差しはしないでください。 
感電の原因になります。 


異常時使用禁止 

におい、すすの発生、炎の色など異 
常を感じたとさは使巧しないでくだ 

異常燃焼のおそれびあります。 

回 


>緊急時は電源プラヴを巧いで消义しでください。 


電源コードを傷めない 

電源コードに巧理な力を加えたり、物 
をのせたりしないでください。 

また、電源プラヴを巧くときは、コー 
ドを持つで弓 I き巧かないでください。 
义災や感電の原因になります。 


〇 




給油時消乂 

給ミ由は、必ず消义し、义の気のないと 
ころでおこなつでください。こぼれた 
な；'由は、よくふきとつでください。 
义災のおそれびあります。 



Q 



シリコーン配合製品 


シリコーン配合製品を使用しない 


フアン ヒーターを ご 使 巧のお部屋 
では、枝毛巧コートお • 化お品•つ 
やおし剤などシリコーン配含の商 
品を使巧しないでください。 

燃烧部にシリコーン酸化物び巧着 
し、点义=スや适中消义などの原 
因とな0ます。 

また、シリコーンび原因の修理は 
イ呆証期間のでち有料とな0ます。 


シリコーン配合の商品には、 

♦ヘアケア製品 

(ヘアートリートメント、ムース、枝毛届コート液） 
♦家具や巧のつや化し剤 
などびあります。 


ほこりの除去 

エアーフィルタは、週1回な上必ず掃 
除しでください。 

ごみ、ほこりなどでフィルタびつまる 
と、異常燃焼のおそれびあります。 


居室内給油禁止 

給ミ由は、必す义の気のないところでおこなつでく 
ださい。 

义災のおそれびあります。 


可燃物との距離を離ず 

燃えやすいちのや障害物 
とは、必す図に示す距離を 
とつで設置しでください。 

特に力ーテンなどびフアン I 5 cmu 上 
ヒーターに ふれないように 
しでください。 

义災の発生するおそれび 
あります。 100 cm な上 


>壁などに巧ブけすぎますと、本体の部び過熱しでま 
を装置び作動することびあります。 



Q 












































么ま意 (CAUTION) 


傾さ • 振動を意 


水平な場所で使巧しでください。 
振動の激しいところでは、使巧しな 
いでください。 

異常燃焼や誤作動の原因になります。 


Q 



正甫燃焼の確認 

正常に燃焼しでいることを確か 
めでください。 （ 12ページ） 



>燃烧に必要な空気の濃度び薄くなる高地（標高 
500 m 〜1500 m ) では、高地調整び必要です。 

(原11ぺージ） 


温風1し直接あたりない 


温風に直接長時間あたら 
ないでください。 

巧温やけどや脱水症状に 
なるおそれびあります。 


>お子様、おを寄り、病気の方などびお使いになる場 
合は、周囲の人が'十分;'主意しでください。 



高温部接触禁止 

燃焼中や消义直後は、温風吹化□巧 
巧び高温となりますので、まなどふ 
れないでください。 

やけどのおそれびあります。 


»ルさいお子様のいるご家庭では、特に'ま意しでくだ 
さし、。 



な油の保管 

な;'由は、义気、雨水、ごみ、高温および直射曰 
光をさけた場所にな管しでください。 

ガソリンなどと一緒にな管しないでください。 
誤って使巧すると異常燃焼や义災のおそれびあ 
ります。 


〇 


〇 


保管時にしていただくこと 

長期間使巧しないとき又はな管するときは、必 
すロミ由を巧いでください。 

傾けたり、横倒しの状態ではな管しないでくだ 
さい。 

义災のおそれびあります。 


長期間使用しないときは電源プラグを巧く 


長期間使巧しないときは、電源プラヴを巧いで 
ください。 

义災やず想しない事故の原因になります。 


€ 


電源プラグのお手入れをする 

ときどきは電源プラヴを巧き、ほこり及びを属 
物を除去しでください。 

ほこりびたまると湿気などで絶縁不良になり、 
义災の原因になります。 


〇 


次の場所では使用しない 

义災や予想しない事故の原因になります。 


Q 


•水平でない場所、不安定な場所 
•風のあたる場巧、部屋の化入□及び屋外 
•マントルピースなどフアンヒーターび囲われる場所 
•ほこりや湿気のをい場所 
• 不安定な物をのせた棚などの下 
♦可燃性ガスの発生する場所又はたまる揚巧 
•直射曰化の当たる場所、温度の高い揚巧 
•動-植物の育成-おをなど人のいない揚巧 
•標高び1 500 m を超えるような高地 
• 理.美容室、クリーニンク''店などスプレーや化等薬品 
を使ラ場所 


日常のお手入れ時のを意 

曰をの点検-ま入れは必すおこなつ 
でください。 

点検-ま入れは消义をフアンヒーター 
び十分ちえでから、 必す電源プラヴ 
をコンじントから巧いでおこなつでく 
ださい。やけどや感電のおそれびあ 
ります。17〜18ぺージ） 


〇 



分解修理 • 改造の禁止 

故障、破損したら、使巧しないでください。 
不完全な修理や改造は危険です。 

お買い巧めの販売店に修理を巧頼しでください。 






































么ミ主意 ( CAUTION ) 

、 

運搬ずるとき A 

フアンヒ-夕-を運搬する場合は、紛由タンク 
を巧き、：'由受け皿巧のな;'由を巧いでください。 

運搬の途中でな';由びこぼれで周囲を巧すおそれ 
びあります。 

変質な油禁止 

Q 

変質な;'由（持ち越したな;'由）、不純な;'由（水•ご 
みなどび混入したなミ由など）を使巧しないでく 
ださい。 

異常燃焼や故障のおそれが'あります。 

廃棄ずるとを 


〇 

J 

フアンヒーターを廃棄処分するときは、必す給;'由タンク-固定タンク巧のな；'由を給；'由ポンプなどで巧き取っ 
でください。 （13= 18ぺージ） 

な;'由び入ったまま廃棄するとリサイクルの際に思わめ事故になるおそれびあります。 


お願い (NOTICE) 

な油の廃棄 

な';由の廃棄処分は、灯ミ由をお買い巧めになつた販売店にご相談ください。 


回使用する場所 

効果的に使用するために 


窓の下や壁面に設置 

参外気に接する窓の下や壁面に置くと、冷気びフアンヒーターで暖められ、 
温風としで巧流しますので効果的です。 





温風の循環を巧ばないで 

参温風吹化□の前面に障害物を置かないでください。 

•障害物びあると、部屋の温度にむらびできるばかりでなく、本体の温度び上昇 
しで危険です。 


参温風吹化□側の空間を広くとれる場所を還んでください。 





ノ 


■熱に弱いカーペットや巧の上で長時間使田すると、変色したり、そり返ることが'あります。 

熱に強いマットなどを敷いでください。 

•移動するときは弓 I きすらないでください。巧面、置、カーペットに傷をつけたり、本体底面の塗装びはび 
れでさびの原因になるおそれびあります。 








































固る部の名祝 

外観図•構造図 

•■■Kll 


給';由タンク 


10 


油 量 計（側面） I 


10 


タンク室フタ 


過熱防止装置 I 


19 


燃焼確認窓- 


12 


温風吹出 □ 

回 


前パネル 


置台 




詳しい説日月のあるページです。 


給ミ由 □ 






才ープンつまみ 

画 


|6'7'8| 

/ 

◎® I ^ I ©◎] 



尽 王 © Oj 


.とつで 


ウルトラサイン 



8 


オイルフィルタ 


18 


電磁ポンプ 


固定タンク 


18 




ルームサーモ t ンサー 



温風空気取入 □ 

17-19 


燃焼空気取入 □ 


(エアーフイルタ) 

回 


電源コード 


B 


























































































操作部•表示部 


'ま）イラストは説明のため全部点な-表示した状態にしであります。 



♦ 



表示切換 


I 

キーを巧すと表示 
が顶りかねります 


蟲二!と(•と(と( 




換気給由 


ULTRA 


mini 


デジタル表示部 

表示切換 

温度表术 


設を温度室の温度 

が （8 


♦運転中（タイマー運転中） 

左側：設定温度表示 (12 で〜 30 で） 

ち側：室内温度表示 （ 0 で〜 35 で） 

巧つ 


現巧時刻表示 


設定温度室內温度 

100 C 

午後 nj jJ 


♦停止中（タイマーじツト中） 

"時計合せ'’消灯 
左図は午を 10 時 35 分の例 

時計合せ表示 


設定温度室の温度 

午前 0-in 
LhJIJ 

時計さは 


"時計合せ'’点灯 

左図は午前別寺 30 分にじツトの例 

5 秒な上放置ずると己]じ戻ります 

9 


タイ7-合せ 
(時刻）表示 


設定温度室內温度 

午前 C . jn 

し,- JU 

タイマ-合せ 


"タイ 7- 合せ'’点灯 
左図は午前 6 時 30 分にじツトの例 

5 秒(上放置ずると己]に戻ります 



再通電表示 


設を温度室内温度 


電源プラヴをコンじントに差しこんだときや停電をの再 
通電のとさの表示 

自動消乂そ告表示 


設を温度室内温度 

に 

〇广 IJ 


" oF 15 " 点滅 

消し忘れ消义装置による自動ミ肖义 15 分前〜 

タイマー運転による 1 時間自動消义 15 分前〜 

"15 "の窗所は、1分経過するごとに"が • リ"’’•と減算し 
でいさます。 

自動消乂表示 

設定温度室内温度 

" 〇 W ’ 点灯 

消し忘れ消义装置による自動消义 
タイ 7 — 運転による 1 時間自動消义 


-C C 
or r 


エラー 表示 


設を温度室內温度 

C0 

C3 


f 9表示：巧震自動;肖义装置の作動 

※再度、点义操作をしでください。 

その化の f 表示についでは、 19 ページを参照しでください。 

ノ 


















































































































操作部•表示部のなまえとはた 5 き 




EJ 詳しい説明のあるページです。 


1回押すごとにデジタル表示びのりかわります。 
(操作音：ピッ） 


^ 運転時：温度 
停止時：時刻 I 1 

タイマー合せ户 — r 時計台せ 


換気表示 

1時間運転するごとに1分間点滅しで、換気時 
期をお知らせします。 

換気表示にたよらす1時間に 
1〜2回必す換気しでください。 



N 

タイ7 —運転キー115 -16 1 ■ 

タイ7— 運転のじツトをするときに押 
します。 

また、タイ7—運転中、タイ7—運転 
を解除するときに押します。 

(操作音：ピツ） 

タイ7—じット状態とタイ7—運転時 
にランプび点灯します。 








のだ 0* 陌应耐日〇加 

給油表示 ホ晒 

ミ由切れにより、自動消义する20〜40分位前と 
自動消义したときに点滅します。 

'油切れによる自動消义時は運転ランプび早い 
点滅となります。 




チャイルドロックキー 
チャイルド □ック表示 

画 

チャイルド□ックのじット-解除 
をするときに3回押します。 

(操作音：ピッ） 

チャイルド□ックがセット状態の 
ときに —© び表示されます。 


秒速点义キー 四 

物速点义のじット-解除をするときに押します。 
^操作音じット：ピッ^ 

V 解除：ピピッ y 

秒速点义じット時ランプび点なします。 


( 


緑 


N 

ウルトラサイシ 

112.13.161 





運転状態 

点な状態 

ブザー音 



通常運転時 

点 な 




タイ7—運転時 

点 な 




白動消义15分前 

遅い点滅 

(ピー.ピー.ピ ー) 



自動消义10分前 

遅い点滅 

(ピー•ピー.ピ ー) 



白動ミ肖义3分前 

早い点滅 

(ピー.ピー.ピ ー) 



白動消义 

消 な 

(ピー.ピー.ピ ー) 






ウルトラサイン 

'ホ 

励 


運転げ態 

点打状態 

ブザー音 



ミ由切れで自動消义 
する20〜40分位前 

遅い点滅 

(ピピピッ • • ’） 



ミ由切れで自動消义 

早い点滅 

(ピピピッ • • ’） 






ノ 

















































































































点义-消义するときに巧します。 

f 操作音点义時：ピッ 、 

I 消义時：ピピッ^ 


入/切 



ランプ 


ず熱中 
燃焼 cp 

なんらかの原因で自動消义 


1 回押し 
2 回巧し 
3回押し 


時刻させキー 

画 

温度キー 

画 

現在時刻とタイ7—時刻を合わせるときに巧します。 

設定温度を変えるときに巧します。 


時 （一) :時合わせ（操作音：ピピッ） 

分 （+ ) :分合わせ（操作音：ピッ） 


一りま）：温度を下げる（操作音： 
+ ( 高）：温度を上げる（操作音： 

ピピツ） 
ピッ） 


延長時間它レクトキー 回 

運転を延長するとき、運転残り時間を t レクトするときに押します。 
(操作音：ピッ） 


運送時の傷を防止するために操作部-表示部の表面に保護シートを貼っていますので、取り除い 
て < ださい。 

(コーナー部分にセ□八ンテープを貞占り付け、いっしよにはびすとより簡単に取り除けます。） 


キー操作は、1回（ピッ）と2回 （ ピピッ）の操作音で操作内容をお巧らせします。 


高が切替スイッチ 
高が切替表示 


四 


標高び 500 m な上の場所で使巧する場含に t ットします。 

高地コースにじットされでいるときに>2<8^び表示されます。 


QDQSn^ ODD 0008 


運起キー（運乾ランプ) 


回 


滅な滅 

儒 

点点 S 


間間間 
寺寺寺 

别刻^ 




















回使用前の準備 


使用前の準備 


包装箱からフアンヒーターを出ず 

参包装箱からファンヒーターを取り化し、緩衝巧を取り除いでください。 


■包装箱、緩衝巧はファンヒーターの保管に必要です。また、取あ説日月書ち忘れす 
にな管しでください。 


参;夕のことは、工場での燃焼テストによるちので、異常ではありません。 

• 固定タンクにみ量のな';由が'残つでいる。 

•オイルフイルタびめれでいる。 

■温風吹出□から見える燃烧筒（炎を囲んでいる筒）び変色しでいる。 


緩衝な （ 上媛衝な(ち） 
1^1^-タンク巧え 



使用燃料 _ 

燃料は必ずな巧 （ J 旧1号なな）を使用しでください。 

参 IA を険 ガソリンなどの揮発性の高い';由は絶対に使巧しないでください。乂災の原因になります。 
• |么ま意1 変質口';由、不純口';由は絕巧に使用しないでください。 

参 添加剤や助燃剤などは使巧しないでください。 

参 ロミ由は必す义気-雨水-ごみ-高温および直射曰光をさけた場所に f 呆管しでください。 


な油とガソリンの見分けかた 


指先に燃料をつけ、息をふきかけます。 
(义の気のない巧でおこなつでください。） 



な油の保管のしかた 


参な';由は必す乂気、雨水、 
ごみ、高温および直射曰 
巧をさけた場所に保管し 
でください。 

参直射曰光び口;'由を変質さ 
せるため、着色したな;'由 
巧のポリタンクをお使い 
ください。 


良い保管 





変質な油•不純な油とは • 


巧シーズンよ 
り持ち越しの 
な-;由 


0 


長期間曰光に 
あたる所や温 
度の高い巧に 
保管した灯油 

0 


容器のふたが 
開けであった0、 
乳白色のポリ 
容器で保管した 
巧油 


0 



水-ごみやな 
ミ由]^|外のミ由び 
ほんのねずか 
でち混入した 


な';由 



>極度に変質したちのは、黄色味びかったり、すっぱい臭いびし 
ます。 

>な;'由はシーズン中に使いきりましょう。 


変質な油の見分けかた 


コツプに水を入れ、その上に口';由を入れで、背 
後に白い紙をあでます。 


良質な油 







ら 


白い紙 


化と同じ 
巧色透お 


変質'灯油 






圍 

ら 


白い紙 


かしでち色び V / 
I ついている巧;'由ノ、 


• ただしお色透おでちすっぱい臭いびすれば変質な 
ミ由です。 


■変質のミ由や不純のミ由を使用すると、 

機器の故障の原因になります。 

• 気化筒にタールびたまり、白煙び出で点义しにくく 
なったり、強い臭いびしで、消义しにくくなります。 

• 異常燃烧や途中消义など故障の原因じなります。 


■変質のミ由や不純のミ由を使巧したとさは… 

•給巧•固定タンク巧の灯';由を巧き、きれいな灯ミ由で2〜3回洗っ 
でから使用しでくださし、（悪いミ由び残っていると再発します。） 
■おい巧を巧さとっでち効果のないとさは、お買い巧めの販売店 
又は、おおくのコ□ナお客様ご相談窓□にご連絡ください。 


■変質な';由、不純な';由が'原因で修理を依頼されたとさは、保証期間中でち保証の巧まがとなります。 
•変質な';由の処理でお困りの場合は、な';由をお買いホめの販売店にご相談ください。 




















































































3 .給な□をしめる 

参 IA ま意 I 給';由□は、確実に r 八チン J と音びするまで図の位置を強く押しで 
お実に□ツクし、先端を指で持ち上げで開かないことをおかめでください。 

給';由□を下にしで、ミ由漏れびないことを確かめでから、フアンヒーターに正し 
く静かに入れでください。固定タンクやおミ由タンクに強い衝撃をあたえると、 
ミ由漏れや故障の原因になります。 

参 因\ま意 I 給';由□びお実にしまつでいないと口';由びこぼれで、乂災の原因にな 
ります。 

参カラーサイン■を面青で表示されで 
いることを確認しでください。 B のよ 
ラな場含は、をラー度強く押しでくだ 
さい。 

参給；'由□のな部などに、ごみなどびはさ 
まっている場含は取り除いでください。 



• 么ま意 I 給';由は必す消乂しでからおこない、フアンヒーターのちくでは絕巧に給'油しないでください。 

■ちえたところでを合';由し、給ミ由量びかない（半分な下）場合は、給ミ由□を開いたまま、しばらく室温になじませでから亡ット 
しで < ださい。 


適量位置 


-み 


給ミ由タンク 


お 

固定タンク 


給';由表示 

〈点滅〉 




(((•))) 


ウルトラ 
サイン(ホ） 

<遅い点滅> 

ブ ザー 
〈ピピピッ〉 


2.給油する 



参巿販の給;'由ポンプなどを使巧しで、ミ由量計を 
見なびらお;'由しでください。 

参;'由量計の半分くらいまで色び変わったら、給 
ミ由をやめでください。 

•灯油びミ由量計のところまで入っでくると、黒色 
に変わっできます。 

•給ミ由□に力を加えで変あさせま 力を加ぇる 

すと、ミ由漏れの原因になります：& 

ので、変形させないでください。 □ 

• 給油ポンプのホースび巧けない 
よラを意しでください。 




給ミ由は必ず消乂しでから乂の気のないところでおこなってくだ 


1.給油タンクを取り出し、給な□を開< 



参オープンつまみを強く弓 I いで、給';由□を開い 
でください。 

■燃焼中は絶巧に給ミ由タンクを取り出さなレでく 
ださい。 

■給ミ由タンクは、ぶつけたり落としたりしなレよラ、 
でいねいに取り扱つでください。 




参固定タンク巧の口';由びかなくなると 

•給';由表示 . 点滅 

•ウルトラサイン（ホ）……遅い点滅 
•ブザー音ピピピツ 

でお知らせしますので早めに給ミ由しで 
ください。 


お合ミ由しないで使巧し続けると、ミ由切れとなり、自動消义します。 

•運転ランプ . 早い点滅 

•給';由表示 . 点滅 

•ウルトラサイン（ホ）……早い点滅 
•ブザー音ピピピツ 

でお知らせします。 




運転ランプ 

〈早い点滅〉 


給ミを表示 

く点滅> 

ウルトラ 
サイン(ホ） 

〈阜い点滅> 
フザー 
〈ピピピッ〉 


さい。 


運転ランプ 
お';由タンク 
タンク室フタ 



の確実にロック今②ロックの巧認 

「パチン j と音がす 

持ち上げる 

るまで強く押しで 


ください。 

強く巧す 

カラーサイン 

給油□をしめたあと、 


先端を指で持ち上げ、 


開かないことを確か 

u へ 1 

めでくださし、。 1 


>こぼれた灯ミ由はよくふき取つでく 
ださい。 

>給油タンクび正しく t ツトされで 
いないと、不着义や途中消义の原 
因になります。 


•な'油びなくなって消乂 
した場合は、必す給'油 
しでから点乂操作をお 
こなつでください。 

給'油をしないと再運転 
でさません。 


A ミち意 


給油 


給油の手順と注意 


巧量計 


給油ホち 


巧のれお义 
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点乂前の準備と確認 


化平な場所に設置 

水平で安定のよい床の上に設置しでくださし、。 


•水平に設置されでレれば、巧震自動消乂装置は自動的(こじットされます。 

•傾觀した場所や、振動の激しい場所で使巧すると、燃焼不良の原因になります。又、巧震 
自動消乂装置び正しく作動しません。 





巧漏れのお認 

置台-給;'由タンクに、ミ由漏れ-ミ由たまりやミ由のにじみびないか確認しでください。 


■ミあ漏れのときは、使巧を中止し、給ミ由タンクを取り出しでからお買レ巧めの販売店にご相 
談< ださい。 



電;原の接続 


電源プラブをコンじントに巧の根元まで確実に差しこんでください。 


電源 プラヴ-コードの発熱-発乂を防ぐために… 

■電源は、必す適正配線された単相 100 V のコンじントを使田しでください。 

■電源コードは、途中で接続したり延長コードの使田-他の電気器具とのタコ足配線をし 
ないでください。 

■電源プラグの抜き差しは、必すプラグを持っておこなっでください。 

■ほこりなどの巧着びないか、ときどき点検-掃除をしでください。 



ノ 


高地補正 


標高び' 500 m を超える場所では、酸素不足により黄义燃焼(ホ乂）になる場合び'ありますので高地補正 
をしでください。 


•。么ミ主意！標高1,500 m を超之る高地では使巧しないでください。一酸化炭素中毒の原因になります。 


標局己00〜1 jOOOm 



<標高び 500 m な上の主な都巿〉 

長野県一松本巿、岡谷巿、飯田市、諷訪巿、ル諸巿、 
巧那巿、化夕巿、大の巿、を野市、塩尻巿、駒ヶ根市 
山梨県一富±吉旧巿 
岐阜県一高山巿 
扼木県一曰巧巿など 


〈操作部断面〉 


\ 


け 

占 

り 

里 

富地切替スイッチ 



高地阳暨スイッチ 



♦ウルトラサインのちにある高地の曽スイッチをつまよラじなどの細い 
棒状のもので1回押します。表示部に「5日日」>5^と表示される 
と設定完3です。（「弓日日」の表示は、3秒間で消えます。） 


標高1，000〜1，已〇 Om 



高地切督表示 //高化阳暨スイッチ 



♦ウルトラサインのちにある高地の曽スイッチをつまよラじなどの細い 
棒状のもので2回押します。表示部に「（日日功 と表示される 
と設定完3です。（「(日日日」の表示は、3秒間で消えます。） 


もとに戻す場合(高地補正の解除または已〇 OmlU 下での使用) 


♦ちとに戻す場合(高地補正の解除または 500 m な下での使巧)は、高地切替スイッチを2回、または1回巧しでください。 

•表示部に「日」と表示され、一▲表示び;肖えると、高地補正の解除は完3です。（「日」の表示は、3物間で消えます。） 

V _ _ _ J 





































































































画使用方法 

点乂 


〈予熱か：点滅〉^ 〈運転の：点な〉 



〈ウルトラサイン：点灯〉 


参運転ランプび点滅します。 

参ウルトラサインび点なします。 

参デジタル表示部に「設定温度 J と「室の温度 J び表示されます。 

参ず熱び完3すると自動点义し、運転ランプび点灯に変わり運転を開始します。 


•着义時、放電音と同時に着义音を発しますび、異甫ではありません。 

•点义操作から放電（着义）まで、室温によりをか変化しますび、約2分30秒のろ熱時間びかかります。 

(低温時 （5 でな下）は、予熱時間び遅常より約1分程度長くなります。） 

• 点义時や消义時には、白煙や臭いびでますび異甫ではありません。 

(寒いときの点义時には、燃焼ガス中の水譲気び白く見えるため、通常より多めの白煙び出ます。） 


炎の状態の確認 


•着火しましたら、燃焼確 i 忍窓から燃焼が態を確認しでください。 


♦出荷時に燃焼が態を調節しであります。巧 一、 燃焼状態び不適正の場含は、お買い求めの販 
売店にごホ目談ください。 



〇正常燃焼 

青い炎の中にかし黄色い炎が'混じ 
つでいる。 

f バーナびホ熱することびあります、 
、び異常ではありません。 I 

、^- 、 

1111111111 

I I I I I I I I I I V 
I I I I I I I I I I 、 


Xu フト燃焼 

X 黄义燃焼 

載げ飛んだり晋いたりし、音や臭 

黄色い炎が'連続しで全周に化でい 

いび出で、立消えすることびある。 

る。 




■初めでのご使巧-シーズン初めの初使巧時には . 

•給ミ由タンクを它ットしでから、4〜5分位待って点义操作をしでくださし、。 

•防鏡ミ由や塗料などび焼けるため、煙や臭いびでます。しばらくの間、換気をしなびらご使用くださし、 

■送油経路の空気だまりなどにより、1回で着义しないことびあります。点义操巧を2〜3回くりかえしでくださし、。 

•着义時、送ミ由経路への空気の混入により、煙や臭いび発ちし、一時のに炎び大きくなることびありますので、温風の出□に顔 
を巧づけたり物を置いたりしないでください。 

• 予熱時間び通常より少し長くなることびあります。 
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消乂 


運拓キーを巧す 


参消义し、運転ランプ及びウルトラサインび消灯します。 



• 消'义操た後、約3秒をに燃焼を停止します。 

• 消义を、本体内部びちがするまで送風ファンび回ります。送風び止まるまで電源プラグを巧かないでください。 
•消'义操たをは、义び消えでレることを確かめでくださし、。 

•消'义時、電磁ポンプの制御音（ヒューンといラよラな音）びします。（ニオイカットメカの動作音です） 


■ニスイカットメカとは… 

電子制御電磁ポンプで、臭いの原因となつでいたノズル先端に残った灯ミ由を吸引し、消义時の臭いの元となるなミ由を残しません。 


•緊急時ながに、ファンヒーターに強い衝撃をちえたり、電源プラグを巧いでの消义はしないでくださし、。 
♦消乂直後に再点乂すると、着乂音びさか大さくなります。 

•むやみに点乂、ミ肖乂をくりかえすと、臭いの原因になります。 

♦ち却届の送風ファンび回らすに消乂した場合（電源プラグを巧いでの消乂、停電、過熱防止装置の作動) 
は、本体上部や温風空気取入□が'熱くなり、やけどのおそれが'あります。 


消し忘れ消义装置 


万一の消し忘れを防止するため、点乂操作を3時間で自動消乂し、ブザーと〇卜表示の点なでお知らせします。 



お义15分前 

X j * 

表示部‘で F く点滅> I I » 



〈遅い点滅〉 

フザ—が•かピ-.ピ-.ピ-> 


消义10分前 

-で F (な-〈点ミ威〉 


(((•)》 ( ピ-■ピ-■ピ 


消义3分前 

N I • 

-* dF 日子- <点;威> I > 



〈草い点滅> 

(((•)}) (ピ-.ピ-.ピ-> 


自動消义 

oF h < 点抑〉 


〈消の 
(((•))) ( ピーピ-.ピ-> 



13 









































































































室温の調節 



参温度キーを押しで希望の温度に含ねせでください。 

巧すごとに1ですつ変わり、巧し続けると連続しで変わります。 

参デジタル表示部の設定温度を見なびら t ットしでください。 （12 で〜30でまで t ットできます。） 
参一度它ットすると電源プラヴを巧いたり、停電などびないかぎり設定温度は記憶されます。 


■初期設定温度は22でです。 

■ルームサーモ亡ンサーじより、設定温度に応じで自動のに义力調節をおこないます。 

■ルームサーモ亡ンサーはファンヒーター周辺の温度を感知しでしげずので、お部屋の温度計とは数値び一致しないことびあります。 
■フアンヒーターに直射日光やすきま風びあたつでいたり、他の化熱器具の影響を受けでいる場合には、ルームサーモ它ンサーび正 
おに作動しません。 


秒速点乂 


点乂時間を短縮させる機能です。 

あらかじめ砂速点义を t ツトしでおくと、運転キーを押しですぐに点义できます。 


秒速点义キーを巧す 

参秒速点义ランプび点なします。 

参秒速点义ランプを点なしでおきますと、点义 
操作後約5物で点义します。 

参秒速点义を解除するときは、ちラー度物速点 
义キーを押しで、砂速点义ランプを消なしで 
ください。 



高/过 


(c=i) ( 延長 ^ 


ク 旧/時 


• あらかじめ秒速点义ランプを2分30秒■(上点灯しでおかなレと、秒速点义しません。 

■秒速点义は18時間たつと自動のに解除されます。 

■運転キーを巧し、運転をおめますと自動のに秒速点义は解除されます。 

• 秒速点义ランプび点なしでいるときは、運転停止中のみ約1 00 W の消'費電力びかかります。 

•タイ 7—運転に すると 秒を点义は自動的に解除され、速砂点义キーを巧しでち砂速点义ランプは点なしません。 
• 消'义直後に再点义した場合、再点义に5秒]^上かかることびあります。 

■お温時は点义時間び延びることびあります。 


^ ♦秒透点乂ランプが'点なしでいるとさは、運転停止中でち本体上部や温風空気取入□が'熱くなり、やけど 
^ のおそれびありますます。 


チャイルド□ック 


お子様のいたずら操たを防止します。 

お寺様などによるいたすら操作の防止や、誤って運転キーを押しでち点义しないよラにしたいときに使巧します。 



("延長) 


旧/時 


>チャイルド□ックキーを3秒な巧に3回押しでください。 

運転中または停止中でをチャイルド□ックできます。 

>表示部に—♦と表示されるとじット完3です。 

>チャイルド□ツクの解除は、再度チャイルド□ツクキーを3砂巧に3回押しでください。 


チャイルド□ック表示 


チャイルド□ツクキーを3回巧す 


タイマー责示切換 



•運転中にチャイルド□ックを t ットすると、 t ット中は運転停止（消'义）操巧な外は受け巧けません。* 

•停止中にチャイルド□ックを亡ットすると、亡ットかはすべでの操巧を受け巧けません。* 

X :但し秒を点义の解除とチャイルド□ックの解除操巧は受け巧けます。 

• 3 時間自動消义時及びタイマー運転による自動消'义時にチャイルド□ックを解除する場合、運転キーを1回巧しで 「of f ] 表示を 
解除しでからおこなつでください。 QoFF 1 表示を解除しないと、チャイルド□ックの解除はできません。 
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現在時刻の合わせかた 


1.時計させ表示にする 


参表示切換キーを押しで、デジタル表示部を時計合せ表 
示にしでください。 


•未它ットの場合、ネリ期表示は午を12:00となります。 

• 電源プラグをコン t ントから巧いたときや停電を再通電し 
たときは、再度現を時刻合わせをおこなつでくださし、。 



2.時刻をさわせる 



参時刻合せキー(時） • （分)を押しで、デジタル表示部の 
時刻を合わせでください。 

参キーを押しつブけると、表示は連続しで変わります。 

•時刻を合わせるときは、午前、午後をまちびえないよラま 
意しで < ださい。 

• 5秒間操たびなレとき、デジタル表示は自動のに元の表示 
にちどります。 


タイマー運転 


•タイマ—(寸を、い丐巧スす 

じットした時刻になると運転を開始し、設定温度になるよラ义力調節をします。 

参点乂後1時間運転すると、自動的に消火します。 

ま全にご使巧いただくため、点义を1時間で自動消义し、ブザーと oFF 表示の点なでお知らせします。 
(タイ7— ランプは点な） 


タイマー運転のしかた 


1.タイマーさせ表示にする 



参表示切換キーを押しで、デジタル表示部をタイマー合 
せ表示にしでください。 

参現在時刻の含わせかたと同様にしで希望のタイマー時 
刻に合わせでください。 

■タイマー時刻は、1度 t ットすれば電源プラグび抜かれる 
まで記憶されます。 

■ホ t ットの場合、ネリ期表示は午前5 : 00となります。 

• 5秒間操作びないとき、デジタル表示は自動的に元の表示 
にちどります。 


2•タイ7—運捉キーを巧す 

タイ7— 運転キーを押すと運転び停止し、設定の時刻になると運転を開始します。 



参運転中、または運転キーを押したを、タイマー運転キー 
を押しでください。 

参タイマーランプび点口し、デジタル表示部は時刻表示 
に切りかわります。 

参タイマー運転を解除したいときは、運転キーを押しで 
ください。タイ 7- ランプびミ肖：なします。 

参合わせた時刻になると、自動的に運転を開始します。 
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タイマー運転について 


タイ7—で運括を開始した場さは、点义後1時間で自動消义します 


タイ7—運おか 

/ 


運起ランプ 


& 

〈消灯〉 

(广 

IDOSn ^ rooto 。 

h ウルトラサイン 



^〈消な〉 


風 

タイマーランプ 

\ 


〈点灯〉 



自動点义 

運転ランプ 

運転 J 〈点灯〉 


ウルトラサイン 

〈点灯〉 

タイマーランプ 

〈点灯〉 



• 自動消义の15分前より [of I 表示とウルトラサインの点滅及びブザーで消义予告され 
ます。 （7 ページ参照） 


自動お义 



運転ランプ 



〈消な〉 


の QS 隔 a 耐 to 

〜ウルトラサイン 

(し 


J 〈消灯〉 


像 

タイマーランプ 


似 

〈点な〉 


off 

アジ タル表术 

〈点灯〉 


((<•))) 

ブザー 



〈ピー.ピ ー. ピー〉 


続けで運乾したいとぎは… 

1.タイ7—運転キーを巧し、タイ7—運転を解除する 2.延長時間它レクトキーを巧す （13 ページ参照) 




♦タイマー運転は、特に周囲に巧燃物が'ないことをお認しでください。 

♦タイ7— 它ット時刻をお認するときは、表示切換キーを巧しで、デジタル表示部をタイ7— 時刻表示 
にしでください。 

♦未它ットの場合や電源プラグをコン它ントから巧いたとき、停電後再通電したときは、タイマー運転 
はしません。 

再度、現を時刻合わせ•タイ7-時刻合わせをおこなってください。 


ウルトラサインの消な 


ウルトラサインを消なさせたいときに使巧します。 



温度 キーの@キーと 0) キーを 同時に 巧す 


(^) (^) 


\チでイルド□ック巧建篇义 


〈ウルトラサイン：点滅〉 



参停止中に温度キーの(かキーと@キーを同時に己砂間押しでください。 

参2回（ピピッ）の操作音とウルトラサイン（緑）び2回点滅しで、ウルトラサインの消なモードびじットされます。 

参ウルトラサインの消なモードを解除し、点なモードにするときは、停止中にをラー度温度キーの@キーと0キーを 
同時に5砂間巧しでください。 

参1回（ピツ）の操作音とウルトラサイン（縁）び1回点滅しで、ウルトラサインのミ肖なモードび解除され点なモード 
に切りかわります。 


• ウルトラサインの消'灯モードでは、自動消义と給ミ由予告をブザー音でお巧らせします。 

•消义後の本体ち却中、タイマー運転か、秒速点义の t ット中、チャイルド□ックの t ット中は、ウルトラサインの消なモードの 
亡ット-解除はできません。 

•電源プラグをコン亡ントから巧いたとき、厚電を再遇電したときは、ウルトラサインの消灯モードは輯除されます。 
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画日常の点検•手入れ 

点巧•ま入れは、消义をフアンヒーターび十分冷えでから、 I 必す電源プラグをコン它ントから巧いで 
おこなつで < ださい。 

燃焼部の分解、電気部品の分おや巿販品との交換は絶対にしないでください。 

•フアンヒーターおよびその周辺は、いつちきれいに掃除しでおいでください。 

•故障-破損したちのは使用しなレでくださし、。 


使用ごと 



週に一回上 


エアーフィルタの掃除 


么ま意1 エアーフイルタび、ごみやほこりで目ブまりすると燃焼不 
良の原因になります。 

参エアーフイルタをはずしで、掃除機又は、ブラシできれいに掃除し 
でください。 

•化洗いをしたときは、よく乾燥させでから取り巧けでく 

ド女'、 

■エアーフイルタをはすしたままで使用しないでください。 
(はすしたままでご使田されますと、ごみ•ほこりなど 
が'送風経路に侵入し、異甫燃焼の原因になります。） 



温風空気取入□の掃除 


背面の温風空気取入□に摘ごみなどび巧着すると風量び減少し、本体の部の温度 
び上昇しで過熱防止装置び作動することびあります。 

参掃除機又は、ブラシできれいに掃除しでください。 

•ルームサーモ它ンサーをむやみに曲げたり、ひっぱったりしないで 
ください。 , — _, 

•温風空気取入□の掃除をしでち [ EF ] 表示び繰返し表示されるとき 
は、羽根や内部にごみやほこりび多くが着しでいると考えられます。 
お買いホめの販売店又は、修理資格客[(財）曰本石'油燃焼機器保守 
協含でおこなラ技術管理講習含修了者（石'油機器按術管理±)など] 
のいる店などに点検依頼されることをおすすめします。 



温風の出□の掃除 


温風吹出 □ にな着したほこりなどび焼けたり、白く変色することびあります。 

参本体や温風吹出□のちれは、本体びちえでから、しめらせたやわらかい巧でふ 
き取ってください。しつこいちれは中性洗剤を使巧し、十分からぶきしでくだ 
さし、。 


•温風吹出□はホー□一は上げですので強い力を加えないでください。 
変おしたり、ホー□一びはがれたりしで掃除の際にけびをするおそ 
れびあります。 
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月に 1 回 !; Lh 


巧震自動消义装置の点検 


参燃焼中に本体をゆすり、巧震自動消义装置び作動しで消义するか確認しでください。 
作動するとデジタル表示部に〇1を表示します。 


シーズンに1回上 


オイルフィルタ • 固定タンクの掃除 


オイルフィルタや固定タンクに水やごみびた 
まると、給;'由タンクにな';由び入ってぃでち… 


' 点义しない- 

>炎びリフトし、臭いびする 

' 点义しでち途中消义する- 

>給ミ由表示が'点滅し、運転しない 


國•网 


オイルフィルタを取り出す 



固定タンクからオイ 
ルフイルタを取り化 
しでください。 



参オイルフイルタの中の水や 
ごみを取っでからきれいな 
な;'由で洗ってください。 

参ごみび取れにくい場合は、 
歯ブラシなどを使ラと便利 
です。 


3. ごみや化を巧く 



>固定タンク巧にたまっているごみ 
や水を市販の給';由ポンプなどで巧 
いでください。 

»固定タンクの底にたまったごみや水- 
なミ由をふき取った場合は、 ティッシュ 
などを固定タンクの中に残さなレでく 
ださい。残した場合、故障や異常燃焼 
の原因になることびあります。 


4. オイルフィルタを它ツトする 

参オイルフイルタをちとどおりにじツト 
しでください。 


百定期点検 


長期間ご使用になりますと、器具の点検び必要でず。 

♦ 2 年に1回程度、シーズン終3後などにお買い巧めの販売店又は、修理資格者〔(お）曰あ6油燃焼機器 
保守協含 （TEL 03-3499-2928) でおこなラ技術管理講習含修3者 （6 油機器技術管理±)など〕のい 
る店などに点検の頼されることをおすすめします。（有料） 


愛情点検 

I 長年ご使用の石油フアンヒーターの点検をぜひ！ 

の 

こんな症状は 
ありませんか 

参ミ由もれびする。 

参強いにおいびする。 

♦運転中に異常な音が'する。 

参その他の異常や故障びある。 


E'-l 


•こぼれた灯ミ由はよくふき取つでください。 


•オイルフィルタを取り出すとさ、水やごみを固定夕 
ンクじ落とさないよラを意しでください。 


■フィルタ部を破損させないよラミち意しでくださし、。 

■フィルタ部に水び巧着した場合は、十分に乾燥させでください。 


•巧震 e 動消乂装置は絶対に分おしないで<ださい。 


ご使用中止 


故障や事故の防止のため必す 
販売店にご連給ください。 
点検-修理についでのご費届 
など詳しいことは販売店にご 
相談ください。 


♦化洗いは絶対にしないでください。化でミ先ラとな'油が'通過しなくなります。 

♦オイルフィルタ及び固定タンクの掃除をおこなつでち、点乂しない-炎びリフトし臭いびする-途中で 
消乂する場合は、お買いホめの販売店に修理を依頼しでください。 


点巧•その他 
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画が障 • 異常の見分け方と処置方法 

まを装置び作動しで自動ミ肖义し、デジタル表示部に f 表示でお知らせします。 

運転キーを押し（表示はミ肖えます)、処置をしでください。処置をを f 表示するときは、お買い巧めの販売店にご相談く 
ださい。 

(修理を依頼されるときは、 f 表示値をお知らせください。） 


r 


h LI 


表示 原因[安全装置] 処置方法 



♦強い地震やお動、衝擊を受けたとさ 
•本体を傾けたとぎ 


[巧震自動消乂装置のた動] 


• 水平でま定した場所で使用しで < ださし、。 
• i 任震によって巧動した場合は、周囲の巧 
燃物、本体の損傷、灯';由のあふれなど異 
常びないことをお認した後、点义操巧を 
しで < ださい。 

り乍動をは自動的に t ットされます。） 



♦途中失义したとさ 
•点义-スをしたとさ 
♦異甫燃焼をしたとさ 
•不良なミ由を使用したとさ 
•送ミ由経路に水または、ごみびたまつでい 
るとさ 

•エアーフイルタの目ブまりじよる燃焼用 
空気不足のとさ 

•シリコーン配合の商品を使用したとさ 

シリコーン配合の商品には、へアートリー 
トメントやムースなど枝毛用へアクア類 
の化粧品や、家具や床のつや出し剤など 
びあります。 

\ ノ 


• 日常の点検 • ま入れ (17-18 ページ参照） 
をしでから点义操巧をしでください。 

• 良質の灯ミ由を使用しでください。 

•送ミ由経路の水巧さ、オイルフィルタの掃 
除をしでください。 

•エアーフィルタを掃除しでから点义操1乍 
をしでください。 

•シリコーン配合の商品を使用すると、点 
义しない、途中消义ずる原因になりまず。 
お買レ巧めの販売店にご相談ください。 


(厚電時) 


[不完を燃焼防止装置の巧動] 
[点乂まを装置のた動] 
[燃焼制御装置のた動] 


♦停電したとぎ ♦通電を、点义操巧をしでくださし、。 

• 電源プラヴび}友けたとき • 電源プラグを確認しでください。 

•過熱防止装置び作動した場合は器具びを 
去日しでから、点义操巧をしでくださし、。 


(復帰時) 


[停電ちを装置のた動] 


國 


•温風空気取入□びほこりでつまつでいる 
とぎ 

•温風の出□びふさヴれでいるとき 


[過熱防止装置のた動] 


• 温風吹出□びふさびれでいるとき 

•温風吹出□の前面に障害物などびあるとき 


•本体び;ちえでから、温風空気取入□や温 
風吹出□の点検'清掃、周囲の確認をし 
たを、点义操巧をしでください。 

(17 ページ参照） 

•処置をち繰返し表示するときは、使用を 
中止し、お買レあめの販売店じご相談く 
ださし、。 



[過熱防止装置のた動] 


♦巧一の消'し忘れを防止するため、点义操 ♦点义操作をしでくださし、。 
巧を3時間で自動消义します。 (12 ページ参照） 




[消し忘れ消乂装置のた動] 


• If 幻•にら 


♦ 電気系統の故障です。 


♦お買レ求めの販売店にご相談くださし、。 





ノ 
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参具合の悪いとさは、巧の表ち参考にしで点検-処置をしでください。 

参処置方をにより処置しでち良くならないとさは、お買い巧めの販売店にご相談ください。 


ぐ 

現 象 

原 因 

点 

乂 

し 

な 

い 

白 

煙 

び 

化 

で 

す 

ぐ 

と 

ま 

る 

使 

巧 

中 

室 

内 

び 

臭 

ラ 

使 

巧 

中 

消 

义 

す 

る 

ホ 

乂 

で 

燃 

是 

る 

炎 

び 

1」 

フ 

卜 

す 

る 

油 

漏 

れ 

び 

す 

る 

f 表示 

\ 

処置方法 

E 0 

EH 

巧 

EF 

EH 

ER 

電源プラグびコン它ントに差しこまれでいない 

♦ 












コン它ントに確実に差しこむ 

停電中である 

♦ 












通電されるまで待つ 

巧震自動消火装置び作動した 




♦ 





• 




再点火操作をする。安定した揚巧で使巧する 

給ミ由タンクに灯油びない 

参 












給ミ由する 

給ミ由□の巧の部分じごみなどびはさまつでいる 







♦ 






ごみなどを取り陈く 

不良な油を使巧しでいる 

♦ 

♦ 

♦ 

参 


♦ 


• 





良質のな油を使巧する 

送ミ由経路に水または、ごみ打すこまつでいる 

参 

♦ 


参 


参 


参 





送ミ由経路の水抜含、オイルフィルタの掃陈 
をする 

給ミ由タンクの装着び悪い 

♦ 



♦ 









固定タンクに正しく装着する 

オイルフィルタび取り付けられでない 

♦ 



♦ 









固定タンクに正しく装着する 

送ミ由経路接続部びゆるんでいる 



♦ 

参 


参 

参 






販売店に修理を依頼する 

エアーフィルタび目づまりしでいる 








参 





エアーフィルタを掃除する 

過熱防止装置が'作動した 

温風吹化□びふさび 
れでし、る 



♦ 

♦ 






♦ 

♦ 


障害蜘を取り陈く 

温風空気取入□びほ 
こりでつまつでいる 



♦ 

参 






♦ 

♦ 


温風空気取入□を掃除する 

室温異常上昇防止装置か‘作動した 




参 








参 

窓をあけ、部屋の換気をする 

消し忘れ消火装置び作動した 




♦ 









再点乂操がをする 

、チャイルド□ックび它ットされでいる 

参 












チャイルド□ックを锅陈する ^ 


巧のよラな現をはが障ではありません。 

参修理を依頼される前にちラー度お確かめください。 


< 現 象 

説 明 ' 

点 

乂 

時 

消 

乂 

時 

初めで使巧するとき、煙や臭いがでる。 

耐熱室料やほこりが焼けるためです。しばらく窓をあけで換気をしでくだ 
さい。 

初めで使用するときや、シーズン初めの初使 
用時に1回で着乂しない。 

固定タンクになミ由がみたされるまで4〜5分位待って点乂操作をしでくだ 
さい。 

送油経路の空気だまりなどじより、1回で着义しないことがあります。 

2〜3回点乂操作をくりかえしでください。 

点火時や消乂時に白煙や臭いび化る。 

点乂時や消乂時の多少の白煙や臭いは異常ではありません。 

燃焼開始時や消义をに「ピチ■ピチ J 音びする。 

器具本体び熱により膨張、収縮するためです。 

燃 

焼 

時 

炎がオレンジ色に輝く。 

下記のよラな場含炎がオレンジ色に輝くことがありますが異常ではありま 
せん。 

♦海岸(こおレ所など空気中に塩分び多レ場含 
♦空気中にほこりや水分が多レ場含 
♦ 超音波如湿器を使用しでいる場含 

使用中にとぎどさ「ポコ-ポコ J 音び'する。 

給ミ由タンクから固定タンクのちにな油が流出するときの音で異常ではありま 
せん。 

使用中にときどき「コト■コト J 音びする。 

電磁ポンプの動いでいる音で異常ではありません。 

使用中(こときどき「シュッ-シュッ」音びする。 

な油び気化ずるときの音で異常ではありません。 

そ 

の 

いほ 

温風吹出 □ び;'弓れる。 

「曰常の点検■ま入れ J (17 ページ）にしたびい掃除をしでくださし、。 

J 


点巧•その他 
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回部品交換のしかた 

部品交換のときのミ主意 =_ 

不完をな修理、調整は危険ですので、部品の交換、調整が'必要な場合には、お買い求めの販売店又は、修理資格者 
〔(財）曰本 5' 油燃焼機器保守協ミでおこなラ按術管理講習を修了者(石';由機器技術管理±)など]のいる販売店にご相談ください。 

部品交換は コロナ純正部品 とご指定 < ださい。 

消耗-劣化しやずい部品（交換び必要な部品)_ 


( ■特に消耗-劣化しやすい部品 

■長期間の使巧によ0 

■変質な巧‘不純な巧の使巧によ0 1 

(高温义お中で使用される部品） 

'消耗-劣化しやすい部品 


劣化しやすい部品 

•点义プラグ 

•バーナヘッド 

•オイルフイルタ 

•お検巧]器（フレーム□ッド） 

[ •炎検巧器(フレーム□ッド） 

•パーナへッドリング 

•ポンプフイルタ 

•気化筒 •電磁ポンプ J 


画 f 呆管(長期間使用しない場合） 

おしまいになるときは、電源プラヴをコン t ントから巧き、巧の要領でおま入れしでからな管しでください。 


1.な巧を巧ま取る 

参お';由タンクと固定タンク巧のロミ由を巧き取ってください。 
(18 ページ参照） 


*化、ごみなどを残したまま保管すると、さびや巧あ 
さの原因になります。 

•な';由を巧かないと、保管時にこぼれたり、にじみ出 
たりしでを険です。 





2.掃除をする 

参オイルフィルタの掃除をする。 （18 ページ参照） 

参エアーフィルタ-温風空気取入□の掃除をしでください。 

(17 ページ参照） 

掃除機などでごみやほこりを取り除いでください。 

参温風吹お□-本体の掃除をしでください。 （17 ページ参照） 
しめらせた巧でちれを落としでから、からぶきしでください。 



3.保管する 

参包装箱に入れで、湿気のない揚巧に水平に f 呆管しでください。 
取扱説明書ち大切に保管しでください。 


* 逆さにしたり、傾けたり、横倒しの状態では絶対に 
保管しないでください。 

巧けきれなかったな' 油びちれで乂がのおそれびあり 
ます。 



ノ 
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の仕様 


型 

瓦 の 


呼 

ぴ 

FH - M 259 Y 

種 





類 

気化す-強制通気お-強制对流お 

点 


义 

ち 


式 

高圧放電点乂 

使 


巧 

燃 


料 

なミ由 （ J に]号なミ由） 

燃 

料 

消費 

量 

最 

大 

2.50 kW (0.243 L / h ) 

最 

ル 

0.66 kW (0.064 L / h ) 

暖 

房 

出 

力 

最 

大 

2.50 kW 

最 

ル 

0.66 kW 

騒 



音 

(正 

面） 

33 d 巨（最大燃焼時） 

21 d 巨（最ル燃焼時） 

ミ由 

夕 

ン 

ク 

客 

量 

3.6 L 

燃 

焼 

継 

続 

時 

間 

14.8 時間（最大燃焼時） 

標 


華 

適 


室 

木 造 11.5 が （7 置）まで 

コンク1」ート 15が （9 置）まで 

外 


开ミ 

寸 


ま 

高さ 390 mm 

幅31 2 mm 奥巧 307 mm (置台を含む） 

質 量 

7.9 kg 

電 

源電圧及 

び 

固破 

数 

100 V 50/60 HZ 

定 

格 

消 

費 

電 

力 

点火時最大目00 /600 W 
燃焼時 15/1己 W 

待 

機 

時消 

費 

電 

力 

0.9 W 

電 

流 

ヒ 


- 

ズ 

管形ヒューズ 10 A 

安 


を 

装 


置 

巧震白動消火裝置 
停電安を裝置 

過熱防止装置点火安全装置燃焼制御裝置 
不完全燃焼防止装置消し忘れ消乂装置 


画アフターサービス 


wm 




参このコ□ナ6;由フアンヒーターには保証書びついでいます。 

「お買いあげ曰•販売店名 j などの記入をお確かめのラえ、販売店からお受けとりになり、大切にな管しでください。 
♦保証期間はお買いあげいただいた曰から3巧間です。なお、オイルフィルタ、エアーフィルタの交換は f 呆記期間中 
でを有料となります。 

♦巧のよラな原因による故障および事故につきましでは、な記の巧象になりませんので注意しでください。 

• 変質な';由や不純な';由など、またなミ由な外の燃料使巧による故障や事故。 

•誤った使巧方をによる故障や事故。 

•シリコーンが'原因の修理。シリコーン配合の商品を使巧したとき。 

•この製品は曰本国の専巧です。電源電旺や電源周波数の異なる外国では使巧できません。また、アフターサービ 
スちできません。 


修理を依頼されるとを 


♦本書の「故障’異常の見分けちと処置ちる J 19’20ページ）の頂にしたびって調べでを良くならないときは、 

お買い巧めの販売店または、おちくのコ□ナお客様ご相談窓□にご連給ください。 

参ご連給いただきたい巧客は巧の通りです。 

•品名 1 ィロぶマ.ム.ド'、 •故障状況（でさるだけ具体的にご連給ください。） 

•型式の呼び I 巧。比曰をしり化、/しとし、。 ■ご 住所. ご 氏名.お電話塞号 

•お買いあげ曰 

♦修理に際しでは、保証書をご提示ください。 

イ呆罰期間中であればな記書の規定にしたびって無料修理させでいただきます。 

♦ご不明な点や修理に関するご相談は、お買い巧めの販売店かお巧くのコ□ナお客様ご相談窓□にお問い合わせく 
ださい。 


■保証期間が過ぎているとをは 

•お買いずめの販売店にご相談ください。修理によって使用でさる製品についではお客様のご要望により有料修理いたします。 

■補修用性能部品の保有期間 

•石;'由ファンヒーターの巧修用性能部品（機能を維持するために必要な部品）の保有期間は製造巧ち切りを6年でず。 

■修理に出されるとさは 

参輸送時や運搬時に給ミ由タンク-固定タンク巧に灯';由び残ったままですと、傾きや振動で灯ミ由びこぼれることびありますので、 
必す巧ぎ取っでください。 


点巧•その他 
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干 564-0044 
干 564-0044 
干 760-0078 
干 612-8414 
干 651-2133 
干 522-0024 

干 620-0061 


TEL (06)6：38 日一2111 
TEL 06)6:386-5670 
TEL (087)835-171 1 
TEL (日 75)643-2 日日2 
TEL 078)922-2431 
TEL 日 749)24-6239 
TEL 日 773)22-0827 


干 955-0864 
干 955-0864 
干 950-0855 
干 381-0022 
干 399-0033 

干 920-0027 
干 920-0027 
干 930-0985 
干 918-8237 


TEL (0256)32-2126 (代表） 
TEL 0256う 32-21 29代表） 
TEL 025)286-9131 代表） 
TeU 026)221-51 11ミ代表） 
TEL (0263)26-0051( 巧表） 

TEL (076)260-0567 が表） 
TEL か76た 60-003 如代表） 
TEL (076)444-0567 く代表） 
TeU 0776)23-0567 ミ代表） 


FAX の 256)35— 8519 
FAX 0256)32-2137 
FAX 025)286-3313 
FAX (026)221-0039 
FAX の 263)25-9961 

FAX (076)260-077 己 
FAX の 76 た 60-0738 
FAX (076)444-061 1 
FAX か 776)23— 058日 


東を都化区豊富 8-4-8 
東奈都化区豊島 8-4-8 
東京都化区豊島 8-4-8 
立り I 市高松町 1-22-3 
松戸市富塚新田 95-5 
横お市戸塚区原宿 4 T 目 7-1 3 
山梨県中巨摩郡昭和の西を2491 -2 
さいたま市化区宮原の 1-674-2 
さいたま巿化区宮原の 1-674-2 
局崎市問屋の西1 -3-22 
宇都旨市藥瀬の2313 
太田市昌林東の2375 
か戸市笠原町 653-2 
つくば市谷田部 6788- 19 


E を市な刹 3-2-1 5 
E を市な刹 3-2-1 5 
新爲市東区江南 1-6-41 
長野市大豆島5312 
松本市を質大夕保原7852 


青巧市古館1了目 12-38 
青巧市古館1了目 12-38 
秋田市泉中央 4 T 目 4-1 8 
秋田市が姐川兰千刈 109-1 
M 戸市売市4 了目 4-7 
八口巿売市4 了目 4-7 
弓ム前市田圍 1-2-1 
化前市田園 1-2-1 
盛岡市門 2-1-42 
盛岡市門 2-1-42 

奥州市水巧区か巧工業団地4 了吕79 


福岡市博ぎ区東比恵 2-2-4 日 〒812-日日日7 

福岡市博ぎ区東比恵 2-2-4 日 〒8 12-0007 

:化刀;州市ル詹化区愛着 2-6-4 〒803-0828 

鹿巧島市坦上 7-16-5 〒890-0034 

熊本市尾ノ上 1-11-12 〒862-0913 

長崎県西彼许郡時まのを底郷お田 74-1 〒851-21日目 
宮崎市霧島 3-59-2 〒880-0032 

大分市兰化 1-19-7 〒870-0108 


TEL 092 474-5771 
TEL か925474 -6001 
TEL (093)592-861 1 
TEL 099 281-1321 
TEL 096 367-7361 
TeU 095)882-7710 
TEL (0985)29-1680 
TEL か 97)523-5161 


信越. 
北陸地区 


新 

爲 を 

巧 

兰まサービス它ンター 

新 

爲東営業 

巧 

長 

野営業 

所 

做 

本営業 

巧 

金 

お ま 

巧 


舍おサービス它ンター 
富山営業所 
福井営業所 


干03日-0946 
干030 -0946 
干01日-0917 

干01日-0802 

干 031-0073 
干 031-0073 
〒の 6-8086 

T 036-8086 
干02日-0823 
干02日-0823 
干 023-0002 

干 983-003 已 
干 983-0035 
干 963-8033 
干99日-2423 
干 998-0103 


T 114-0003 
干 1 14-0003 
干 1 14-0003 
干 190-00 11 
干 270-2222 
干 245-0063 
干 409-3866 
干 331-0812 
干 331-0812 
干 370-0007 
干 321-0933 
干 373-0825 
干 310-0852 
干 305-0861 


FAX の92 474-5775 
FAX の 92)474-641 4 
FAX り 93)592— 8666 
FAX の99 281-1252 
FAX 096 369-6323 
FAX (095)882-7767 
FAX (0985)25-0685 
FAX の 97)523-51 目2 


広島市を化南区お圍 3-27-2 日 〒731-0138 

広島市安化南区お園 3-27-2 日 〒731-0138 

岡山市化区辰己 35-1 03 〒700 -0976 

米寺市目夕美町 235-1 〒683-0035 

同南市徳山きーノ片ま5631 -4 〒745-0882 


TEL (082)871-3310 (代表） 
TEL 082 871-3315 代表） 
TEL 086た 43-7751 代表） 
TeU 0859)33-8157 ミげ表） 
TEU 0834)22-5567( 代表） 


FAX (082)871-3306 
FAX 082 871-0272 
FAX 086)243-7191 
FAX わ 859)23-0709 
FAX の 834)22-5589 


FAX の 6)6386-7262 
FAX 06)6386-5588 
FAX ミ 087)835-0160 
FAX の 75)643-087 日 
FAX の 7 が 922-2438 
FAX の 749)26-21 16 
FAX の773 23-7592 


名古屋市熱田区桜田の 16-1 1 
g 古屋市熱田区が田の 16-1 1 
静岡市駿巧区富松 2-15-30 
岐章市巧を南 2-7-8 
津巿富茶屋 3-29-38 
沼ま市西椎路 888-1 


〒が 6-0004 TEU 052)746-6600( げ動 

〒456-0004 TEU 052)746-6603( げ表） 

〒422-80：34 TEU 054)2：38-0005 (代表） 

〒500-8358 TEU 058 に 68-7555( げ表） 
〒514-0819 TEUOS の 234-8471( げ表） 
〒41 0-0303 TEL (055)968-621 0(げ表） 


FAX の 52)884-6551 
FAX の 52)884 -目554 
FAX の 54)2:38-0006 
FAX の 58)268— 755日 
FAX の 59)234-8472 
FAX の 55)968— 6212 


FAX の 17)7 斗 2-8275 
FAX の 17)7 斗 3- 1118 
FAX の1の 864-8468 
FAX の 18)864-5760 
FAX (0178)45-4290 
FAX の 178)71-1344 
FAX の 172)28-0191 
FAX (0172)29-1133 
FAX の 19)622-5244 
FAX の 19)6 日 4-0283 
FAX の 197)22-4452 

FAX の 22)23 目一8810 
FAX (022)783-1792 
FAX (024)938-3021 
FAX (023)642-3254 
FAX のの 4)31-0581 


FAX の 3)3927-11 目日 
FAX の 3)3927-1 130 
FAX の 3)3927-1 160 
FAX 042)528-2382 
FAX (047 312-8338 
FAX か 45)852-5540 
FAX の 55)268-1569 
FAX の 48 651 -637日 
FAX の48 651-637日 
FAX の27た61 -91 39 
FAX 028)632-5205 
FAX 0276)38-5508 
FAX の 29)241-4268 
FAX の29 836-1913 


北海道地区 


東化地区 


関東地区 


ホし幌市白扫区平和通16 了目南 1-1 9 〒〇 03-0028 

札幌市白扫区ボ里3ま2 了目 6-25 〒〇 03-0873 

函館市西ち梗の2 1-2 〒〇41 -0824 

脚 II 市東祖川南1を 2 T 目 2-5 〒〇 78-8261 

帯広市西18条化1 T 目1 7-1 〒〇 80-0048 

I 川路市巧圍の4-17 〒〇 85-0038 

j ヒ見市美ちの9-1-30 〒〇 90-0064 


TEUOl 1)864-0440( 代表） 
TEL (01 1)879-2121 (代表） 
TEL 0138)48-6070 代表） 
TEL 0166 37-2330 代表） 
TEL か155細一7518ミげ表） 
TEL (01 54)24-41 91(代表） 
TEL か 157 う 26-21 03 如表） 


FAX の1 1)863-3154 
FAX (011)871-2000 
FAX 01 38)48-608 日 
FAX 0166 37-2338 
FAX (0155)35-7510 
FAX の 154)24-0451 
FAX (01 57)26-2107 


東海地区 


近畿- 
四国地区 

中国地区 


九州地区 


沖縄地区 


沖）縄営業所宜野湾市宇地巧738 

シー サイド- パー ク102 


〒901-2227 TEU 098)897-5677 (代表 ） FAX の 98)897-5679 


27039002 


本ネ王•工場=条巿東新保 7-7 〒9日 5-8 己10 

柏崎工場柏崎巿宝の2-日8 〒945-0817 

長岡工場長岡市下条町含ノ浦1069于 940-1 146 


TEL (0256)32-21 11(大げ表） 
TEL (02 日 7)23 —己17己(イザ表） 
TEL (02 己 8)22-21 21(代表） 


〔お客様ご相談窓□一覽表 I 


修理サービスや製品についでのご相談は機種名をご確認の上、 
お買いあげの販売店または下記のご相談窓□にご依頼ください。 

ご転居やご贈営品などでお困りの場合は、下記のお巧くの窓□にご相談く 
ださい。 

名称、所在地、電話番号は、変更する場合びありますのでご3承ください。 


♦アフターサービスのお問い合わせは下記へど5ぞ 


コロナサービスセンター 


3 U -3- ル 


1120-919-302 

(修理受付専用ダイヤル） 

FAX 01 20-919-322 


携帯電話 -PHS 等からは 
最寄の サービスセンター 
へ直接おかけください。 


表表表表表表表 


55 

— 7 

TJ Jo 
1136 

町町 

新新の東 
西西中宙 
駅駅旧和 
市市市市 

長山与 
藝是福 


表表表表表表表表表表表表表表表表 I 表表表表表表表表表表表表表表 


ザザザザザザザザザザザ 
/|\/|\/|\/|\/|\/|\/|\/|\/|\/|\/|\ 
51199900115 
57718017985 
29622697721 
82555634404 
----------- 

23444786242 
44662422202 
リリぶぶのがの舅巧 
77887777999 

00000000000 
ししししししししししし 
EEEEEEEEEEE 
TTTTTTTTTTT 


ザザザザザ 
/|\/|\/|\/|\/|\ 
11051 
894 57 
17225 
31230 
----- 
53821 
38343 
2796い 
22433 
22222 
00000 
ししししし 
EEEEE 
TTTTT 


11210872165125 

53573062300772 

11123057281513 

11158411145625 

-------------- 

71792281112819 
21211565563343 
99953826636リ28 
k - k - k 27558878799 
33344454422222 
00000000000000 


店-巧巧巧巧巧 

夕 

ミ、ン業業業業業 

看 

^営営営営曽 

幌 I 

サ館 W 広路見 

幌 

札札函旭帯訓化 


店 I 巧 I 巧 I 巧 I 巧 I 巧 

タタタタタ 

:、'^業、)業、'^業、'^業、'"1業 

ま忆它它它忆 

营替替替替 

を I I I I I 

サ田サ I 戶ナ前ホ岡サお 

森田戸前岡 

青青が秋：：：：：：化化盛盛か 
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